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   北本市における新駅建設の賛否を問う住民投票条例の一部改正につい
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 会議規則第１４条の規定により、北本市における新駅建設の賛否を問う住民

投票条例の一部を改正する条例を次のとおり提出する。 
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北本市における新駅建設の賛否を問う住民投票条例の一部を改正

する条例 

 

北本市における新駅建設の賛否を問う住民投票条例（平成２５年条例

第２４号）の一部を次のように改正する。 

 第１６条を第１７条とし、第１３条から第１５条までを１条ずつ繰り

下げ、第１２条の次に次の１条を加える。 

（成立要件等） 

第１３条 住民投票は、投票した投票資格者の総数が投票資格者の総数

の２分の１を満たしたときに成立する。 

２ 選挙管理委員会は、住民投票が成立しなかった場合においても住民

投票の開票を行わなければならない。 

 

   附 則 

 この条例は、公布の日から施行する。 



議提第４号参考資料 

 
北本市における新駅建設の賛否を問う住民投票条例の一部を改正する条例新旧対照表 

 
（下線は改正部分） 

現             行 改      正      案 

第１２条 略 

 
 
 
 
 
 
 
第１３条～第１６条 略 

第１２条 略 

 
（成立要件等） 

第１３条 住民投票は、投票した投票資格者の総数が投票資

格者の総数の２分の１を満たしたときに成立する。 
２ 選挙管理委員会は、住民投票が成立しなかった場合にお

いても住民投票の開票を行わなければならない。 

 
第１４条～第１７条 略 

 


